
日
本
政
府
は
２
０
５
０
年
の
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ

ー
ト
ラ
ル
の
目
標
を
宣
言
し
、
２
０
３
０
年
に

は
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
を
13
年
度
比
で
46
％

削
減
す
る
目
標
を
示
し
て
い
る
。

そ
の
目
標
達
成
に
向
け
、
今
後
す
べ
て
の
企

業
に
対
応
が
求
め
ら
れ
、
自
社
の
活
動
に
伴
っ

て
発
生
す
る
温
室
効
果
ガ
ス
（
直
接
的
な
燃
料

の
燃
焼
や
電
気
の
使
用
等
に
よ
る
間
接
的
な
排

出
）
を
地
道
に
削
減
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

ま
た
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に
向
け
て
は

製
造
か
ら
廃
棄
ま
で
を
通
し
た
ラ
イ
フ
サ
イ
ク

ル
ア
セ
ス
メ
ン
ト
（
Ｌ
Ｃ
Ａ
）
の
視
点
で
温
室

効
果
ガ
ス
の
排
出
削
減
が
求
め
ら
れ
、
す
そ
野

が
広
い
自
動
車
産
業
で
は
、
関
連
業
界
全
体
で

連
携
し
た
対
策
が
必
要
と
な
る
。

自
動
車
の
走
行
・
輸
送
に
よ
る
Ｃ
Ｏ
２
排
出

量
は
日
本
全
体
の
排
出
量
の
16
％
を
占
め
、
自

動
車
で
は
ユ
ー
ザ
ー
の
走
行
段
階
で
の
排
出
量

が
非
常
に
大
き
な
比
率
を
占
め
て
お
り
、
社
会

的
な
影
響
度
も
大
き
い
。

そ
の
た
め
自
動
車
関
連
業
界
で
は
ユ
ー
ザ
ー

と
共
に
対
策
を
進
め
て
い
く
体
制
が
求
め
ら
れ
、

特
に
顧
客
接
点
を
担
う
デ
ィ
ー
ラ
ー
へ
の
役
割

と
期
待
は
非
常
に
大
き
な
も
の
と
な
る
。

そ
こ
で
本
誌
４
月
号
で
は
、
弊
社
ユ
ー
ザ
ー

調
査
の
結
果
を
引
用
し
な
が
ら
、
グ
ロ
ー
バ
ル

で
進
む
供
給
側
の
Ｅ
Ｖ
シ
フ
ト
と
は
別
に
、
日

本
の
乗
用
車
ユ
ー
ザ
ー
の
生
活
環
境
や
意
識
面

か
ら
、
実
効
性
あ
る
ア
プ
ロ
ー
チ
を
示
し
た
。

Ｅ
Ｖ
の
普
及
環
境
が
整
う
の
を
待
つ
の
で
は

な
く
、
既
に
普
及
段
階
に
あ
る
Ｈ
Ｖ
を
は
じ
め

一
定
以
上
の
環
境
性
能
を
持
つ
車
で
日
本
の
保

有
市
場
を
入
れ
替
え
て
い
く
推
奨
活
動
と
政
策

的
助
成
策
を
急
ぐ
べ
き
で
、
ビ
ジ
ネ
ス
に
も
直

結
す
る
と
提
言
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

一
方
で
、
今
後
自
動
車
の
製
造
か
ら
廃
棄
ま

で
の
「
脱
炭
素
」
を
実
現
し
て
い
く
た
め
に
は
、

サ
ー
キ
ュ
ラ
ー
エ
コ
ノ
ミ
ー
（
循
環
型
経
済
）

の
理
念
に
沿
い
、
モ
ノ
を
大
切
に
効
率
的
に
使

い
、
廃
棄
物
を
極
力
出
さ
な
い
取
り
組
み
も
求

め
ら
れ
、
こ
れ
ま
で
の
商
習
慣
と
は
異
な
る
対

応
も
様
々
に
求
め
ら
れ
て
く
る
。

デ
ィ
ー
ラ
ー
の
経
営
も
、
中
長
期
的
な
視
点

で
は
、
電
動
化
へ
の
対
応
や
脱
炭
素
・
廃
棄
物

削
減
へ
の
対
応
な
ど
、
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
両
面

で
大
き
な
変
革
が
求
め
ら
れ
る
と
想
定
す
る
。

そ
こ
で
今
回
は
長
期
的
な
時
間
軸
の
視
点
か

ら
、「
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に
対
応
し
た

企
業
・
店
舗
へ
の
変
革
」
や
「
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ

ー
ト
ラ
ル
対
応
を
通
じ
た
地
域
貢
献
と
ビ
ジ
ネ

ス
」
に
つ
い
て
考
察
し
た
い
。

な
お
今
回
も
全
国
の
自
動
車
保
有
ユ
ー
ザ
ー
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カーボンニュートラルに向けた中長期的視点での経営変革

を
対
象
と
し
た
弊
社
Ｗ
ｅ
ｂ
調
査
結
果
（
昨
年

10
月
に
実
施
、
２
４
５
２
名
）
を
引
用
し
な
が

ら
、
私
案
を
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

１�
．
電
動
化
に
よ
る
長
期
的
な
経
営

　

へ
の
影
響
と
対
策
の
方
向
性

乗
用
車
の
Ｅ
Ｖ
化
は
、
国
に
よ
り
ス
ピ
ー
ド

の
差
は
あ
れ
、
長
期
的
に
は
確
実
に
進
展
し
て

い
く
と
み
ら
れ
、
自
動
車
の
流
通
形
態
に
も
大

き
な
変
化
を
及
ぼ
す
と
み
ら
れ
る
。

Ｅ
Ｖ
は
電
池
コ
ス
ト
が
高
く
、
メ
ー
カ
ー
の

利
益
を
圧
迫
す
る
た
め
、
欧
米
や
中
国
で
は
流

通
コ
ス
ト
削
減
の
た
め
、
メ
ー
カ
ー
が
ネ
ッ
ト

直
販
を
推
進
す
る
方
向
性
が
強
ま
っ
て
い
る
。

ま
た
国
内
で
も
、
脱
炭
素
へ
の
対
応
を
求
め

ら
れ
る
法
人
顧
客
が
、
先
行
す
る
海
外
製
の
廉

価
な
Ｅ
Ｖ
な
ど
の
導
入
を
始
め
て
い
る
が
、
今

後
水
平
分
業
が
進
み
、
工
場
を
持
た
ず
ソ
フ
ト

面
の
企
画
力
で
勝
負
す
る
Ｅ
Ｖ
メ
ー
カ
ー
な
ど

が
台
頭
し
て
く
る
可
能
性
が
あ
る
。

ま
た
整
備
で
の
収
益
も
、
保
有
に
占
め
る
Ｅ

Ｖ
の
比
率
が
高
ま
る
ほ
ど
に
、
台
当
た
り
収
益

は
大
き
く
減
少
せ
ざ
る
を
得
な
い
と
み
ら
れ
る
。

パ
ワ
ー
ト
レ
ー
ン
や
参
入
メ
ー
カ
ー
が
多
様

化
す
れ
ば
、
整
備
や
用
品
の
事
業
者
と
ユ
ー
ザ

ー
を
幅
広
く
マ
ッ
チ
ン
グ
す
る
Ｉ
Ｔ
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
マ
ー
な
ど
が
出
現
し
存
在
感
を
高
め
て

く
る
可
能
性
も
あ
る
。

そ
れ
ら
へ
の
デ
ィ
ー
ラ
ー
の
対
抗
策
と
し
て

は
、
経
営
の
効
率
化
を
図
り
な
が
ら
、
顧
客
か

ら
の
信
頼
・
愛
着
獲
得
に
よ
る
「
心
の
絆
」
の

強
化
が
競
争
力
の
鍵
に
な
る
。
そ
の
た
め
に
は
、

自
社
を
応
援
し
て
く
れ
る
フ
ァ
ン
を
増
産
で
き

る
「
人
間
力
」
の
高
い
人
材
の
育
成
と
、
彼
ら

の
活
躍
を
促
せ
る
組
織
環
境
の
整
備
と
い
う
商

業
の
原
点
が
、
改
め
て
重
要
と
な
る
。

ま
た
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
や
保
険
を
含
む
リ
ー
ス

型
の
契
約
を
推
進
し
、
バ
リ
ュ
ー
チ
ェ
ー
ン
の

１
０
０
％
掌
握
を
可
能
と
す
る
仕
組
み
を
確
立

す
る
こ
と
や
、
Ｅ
Ｖ
充
電
で
顧
客
が
立
ち
寄
る

際
の
ビ
ジ
ネ
ス
の
開
発
な
ど
が
求
め
ら
れ
る
。

２
．
電
動
化
時
代
の
経
営
形
態
の
変
革

Ｅ
Ｖ
の
販
売
に
あ
た
っ
て
は
、
①
車
両
自
体

が
高
価
に
な
る
、
②
残
価
の
相
場
形
成
が
出
来

て
い
な
い
、
③
製
造
か
ら
廃
棄
ま
で
の
Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
の
管
理
責
任
が
あ
る
、
④
希
少
資
源
を

使
う
バ
ッ
テ
リ
ー
は
再
利
用
が
必
須
で
あ
る
、

な
ど
か
ら
リ
ー
ス
や
サ
ブ
ス
ク
方
式
の
取
引
と

の
相
性
の
良
さ
が
強
ま
る
と
い
え
る
。

弊
社
調
査
結
果
で
も
、
現
Ｅ
Ｖ
保
有
者
は
、

リ
ー
ス
方
式
を
望
む
人
が
多
い
傾
向
が
確
認
で

き
る
（
図
１
）。

環
境
性
能
が
高
い
車
で
保
有
市
場
を
早
期
に

入
れ
替
え
て
い
く
重
要
性
が
高
い
た
め
、保
有
・

利
用
に
便
利
な
プ
ラ
ン
を
開
発
し
、
高
回
転
で

多
く
の
利
用
者
の
ニ
ー
ズ
を
満
た
す
ビ
ジ
ネ
ス

を
生
み
出
す
こ
と
が
望
ま
れ
る
。

但
し
、
サ
ー
キ
ュ
ラ
ー
エ
コ
ノ
ミ
ー
の
観
点

か
ら
、
Ｃ
Ｏ
２
排
出
が
多
い
古
い
車
の
エ
ン
ジ

ン
部
分
は
除
き
、
生
産
後
の
車
両
は
長
く
有
効

活
用
す
る
ビ
ジ
ネ
ス
も
必
要
に
な
る
。

ま
た
環
境
性
能
が
高
い
車
の
活
用
が
大
前
提

だ
が
、
通
信
技
術
を
活
用
し
必
要
に
応
じ
無
駄

な
く
効
率
的
な
運
用
が
可
能
と
な
る
よ
う
な
、

社
会
的
共
有
財
と
し
て
の
「
利
用
」
サ
ー
ビ
ス

に
よ
る
市
場
拡
大
も
望
ま
れ
る
。

特
に
若
年
層
に
は
、
環
境
性
能
が
高
い
中
古

車
を
活
用
し
た
廉
価
で
便
利
な
「
利
用
」
プ
ラ

3 自動車販売　’22. 6

図１．もしもEVを利用する場合、あれば良い

　　　　と思うサービス（複数回答）

（％）

サ
ン
プ
ル
数

ＥＥ
ＶＶ
をを
リリ
ーー

スス
方方
式式
にに
しし
てて
残残
存存
価価

格格
をを
気気
にに
せせ
ずず
利利
用用
でで
きき

、、
最最
新新
型型

のの
ＥＥ
ＶＶ
にに
もも
乗乗
りり
換換
ええ
しし
やや
すす
いい

ササ
ーー

ビビ
スス

Ｅ
Ｖ
の
利
用
と
家
庭
の
電
気
の
利
用

料
金
を
セ

ッ
ト
に
し
た
割
安
な
月
額

サ
ー

ビ
ス

長
距
離
の
利
用
を
す
る
場
合
は

、
別

の
ハ
イ
ブ
リ

ッ
ド
車
な
ど
を
貸
し
て

く
れ
る
サ
ー

ビ
ス

ＥＶ保有者 54 39 32 30

ＥＶ非保有者 1528 27 37 24

出所）現代文化研究所「全国自動車保有ユーザー調査」　（2021年10月）

＊注）回答対象は、EVの検討意向がない人を除く。
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図１　�もしもEVを利用する場合、あれば
良いと思うサービス（複数回答）



ン
を
多
く
開
発
し
、
中
長
期
的
な
市
場
を
守
っ

て
い
く
必
要
が
あ
る
。
弊
社
調
査
結
果
で
は
、

購
入
先
で
新
・
中
併
売
店
を
希
望
す
る
人
は
７

割
弱
を
占
め
、
若
年
層
は
新
・
中
の
こ
だ
わ
り

が
弱
い
傾
向
が
み
ら
れ
る
（
図
２
）。

既
販
の
環
境
対
応
車
の
有
効
活
用
の
観
点
も

含
め
、
中
古
車
ビ
ジ
ネ
ス
で
は
、
商
品
化
技
術

や
販
売
技
術
の
高
度
化
が
重
要
と
な
る
。

中
古
車
の
販
売
や
利
用
サ
ー
ビ
ス
提
供
時
に

は
、
環
境
負
荷
を
下
げ
る
商
品
化
や
リ
サ
イ
ク

ル
部
品
活
用
な
ど
環
境
へ
の
配
慮
と
経
済
性
の

両
立
等
が
、
差
別
化
や
高
付
加
価
値
化
の
武
器

と
し
て
有
効
に
な
る
と
想
定
さ
れ
る
。　

な
お
パ
ワ
ー
ト
レ
ー
ン
の
転
換
に
伴
い
、
内

燃
機
関
の
車
と
各
種
電
動
車
の
中
古
車
残
価
の

変
動
が
大
き
く
な
る
見
込
み
で
、
幅
広
い
中
古

車
輸
出
先
の
需
要
動
向
も
踏
ま
え
た
相
場
の
目

利
き
や
先
読
み
も
重
要
度
が
増
す
だ
ろ
う
。

Ｅ
Ｖ
普
及
に
伴
う
整
備
収
益
の
減
少
を
補
う

た
め
に
は
、
ま
ず
自
社
管
理
顧
客
全
体
の
掌
握

率
向
上
の
た
め
の
関
係
強
化
策
が
最
重
要
と
な

る
が
、
充
電
立
ち
寄
り
時
の
ビ
ジ
ネ
ス
の
開
発

も
望
ま
れ
る
。　

例
え
ば
、
地
元
企
業
の
産
品
を
展
示
・
紹
介

す
る
ス
ペ
ー
ス
を
提
供
し
、
地
元
の
企
業
を
応

援
し
な
が
ら
、
マ
ッ
チ
ン
グ
を
通
じ
手
数
料
収

入
を
得
る
と
い
っ
た
方
法
も
考
え
ら
れ
る
。

図
３
の
渋
谷
地
下
街
に
あ
る
「
コ
ネ
ク
テ
ィ

ッ
ド
カ
フ
ェ
」
は
、
全
国
の
特
産
品
を
集
め
た

展
示
ス
ペ
ー
ス
と
カ
フ
ェ
の
複
合
店
で
あ
る
。

約
３
０
０
の
小
さ
な
出
展
ス
ペ
ー
ス
で
は
、

Ａ
Ｉ
を
使
い
顧
客
の
行
動
分
析
を
行
い
、
購
入

は
ネ
ッ
ト
経
由
で
で
き
る
仕
組
み
で
あ
る
。
同

カ
フ
ェ
に
は
、
展
示
ス
ペ
ー
ス
出
展
料
（
１
区

画
月
額
３
・
３
万
円
）
と
商
品
が
売
れ
た
場
合

の
決
済
手
数
料
が
入
る
。
コ
ー
ヒ
ー
は
安
価
だ

が
集
客
力
で
効
果
が
あ
り
、
十
分
に
利
益
が
出

て
い
る
と
い
う
。
デ
ィ
ー
ラ
ー
で
も
可
能
性
が

あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

Ｅ
Ｖ
の
充
電
設
備
で
は
、
全
メ
ー
カ
ー
車
・

24
時
間
対
応
な
ど
充
電
の
利
便
性
と
居
住
空
間

の
快
適
性
で
、「
地
域
の
ア
イ
コ
ン
」
と
し
て

特
徴
を
出
せ
れ
ば
、
集
客
力
が
期
待
で
き
る
。

Ｅ
Ｖ
の
充
電
時
間
の
長
さ
は
ス
ト
レ
ス
の
要

因
と
な
る
が
、
充
電
中
の
待
ち
時
間
を
「
人
の

心
も
充
電
で
き
る
」
快
適
な
時
間
価
値
に
転
換

で
き
れ
ば
、
選
ぶ
動
機
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。

ま
た
充
電
時
間
が
支
障
に
な
る
急
ぎ
の
ケ
ー

ス
に
は
Ｅ
Ｖ
の
代
車
を
提
供
し
た
り
、
充
電
で

の
立
ち
寄
り
時
や
代
車
使
用
時
に
「
洗
車
」
を

セ
ッ
ト
に
す
る
有
償
サ
ー
ビ
ス
も
可
能
性
が
高

い
と
思
わ
れ
る
。

韓
国
の
現
代
自
動
車
は
、
昨
年
末
に
洗
車
と

充
電
を
融
合
し
た
店
舗
を
、
洗
車
企
業
と
の
協

業
で
開
設
し
た
。
Ｅ
Ｖ
の
充
電
時
間
を
「
楽
し

自動車販売　’22. 6 4

図２．新車と中古車は同じ店で扱っていた方

        が良いか

（％）

サ
ン
プ
ル
数

新
車
・
中
古
車
双
方
の
扱
い
を

希
望

（
展
示
車
数
の
多
い
店
舗

で

、
展
示
車
か
ら
選
び
た
い

）

新
車
・
中
古
車
双
方
の
扱
い
を

希
望

（
Ｗ
Ｅ
Ｂ
画
像
等
で
の
紹

介
を
含
め

、
豊
富
な
選
択
肢
が
あ

れ
ば
良
い

）

新
車
か
中
古
車
か
の
ど
ち
ら
か

の
専
門
性
に
特
化
し
た
店
の
方

が
良
い

全体 2452 40 27 33
男性 1442 38 28 34
女性 1010 43 26 31
～29歳 449 39 33 28
～39歳 442 37 34 29
～49歳 476 39 26 35
～59歳 515 41 24 35
60歳以上 570 42 21 37
出所）現代文化研究所「全国自動車保有ユーザー調査」（2021年10月）

      

1

図２　�新車と中古車は同じ店で扱っていた方
が良いか

図３　「AZLM�connected�cafe」（渋谷地下街）

出所）AZLM connected cafe ホームページ
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い
経
験
」
に
変
え
る
こ
と
が
狙
い
と
い
う
。

な
お
Ｅ
Ｖ
普
及
上
の
課
題
で
あ
る
集
合
住
宅

の
居
住
者
に
対
し
て
は
、
店
舗
内
で
の
充
電
と

保
管
の
ス
ペ
ー
ス
提
供（
必
要
時
又
は
月
極
等
）

と
ラ
ス
ト
ワ
ン
マ
イ
ル
の
移
動
手
段
（
電
動
バ

イ
ク
・
自
転
車
等
）
を
セ
ッ
ト
で
提
供
す
る
サ

ー
ビ
ス
も
考
え
ら
れ
る
。

３
．
店
舗
体
制
の
変
革
や
静
脈
部
門
へ
の
対
応

今
後
は
、
Ｅ
Ｖ
の
販
売
や
充
電
に
適
し
た
快

適
な
設
備
環
境
や
、
専
門
性
を
備
え
た
人
材
配

置
な
ど
が
求
め
ら
れ
て
く
る
。
整
備
部
門
で
も
、

中
長
期
的
に
多
様
な
パ
ワ
ー
ト
レ
ー
ン
に
対
応

で
き
る
設
備
と
人
材
が
必
要
に
な
る
だ
ろ
う
。

そ
こ
で
店
舗
に
よ
り
対
象
と
す
る
パ
ワ
ー
ト

レ
ー
ン
を
絞
り
、
そ
れ
ぞ
れ
専
門
性
を
高
め
て

対
応
で
き
る
よ
う
に
す
る
な
ど
、
パ
ワ
ー
ト
レ

ー
ン
を
軸
に
機
能
分
担
し
た
店
舗
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
再
構
築
な
ど
も
検
討
課
題
に
な
る
。

ま
た
２
０
５
０
年
の
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ

ル
目
標
か
ら
見
て
、
今
後
の
店
舗
の
建
替
え
や

新
築
等
は
30
年
以
上
使
う
こ
と
を
前
提
に
、
建

築
時
か
ら
廃
棄
時
ま
で
の
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
が
鉄

骨
な
ど
と
比
べ
て
少
な
い
木
造
建
築
へ
の
評
価

が
各
自
治
体
で
高
ま
る
と
想
定
さ
れ
る
。

木
造
建
築
の
技
術
は
進
み
、
耐
震
性
や
断
熱

性
は
高
く
、
防
火
・
耐
火
性
能
も
向
上
し
て
お

り
、
地
元
木
材
を
活
用
す
る
場
合
、
多
く
の
県

で
補
助
金
が
支
給
さ
れ
、
コ
ス
ト
競
争
力
も
高

ま
っ
て
い
る
。

全
国
知
事
会
は
「
国
産
木
材
の
需
要
拡
大
」

に
向
け
た
取
組
み
を
進
め
て
い
る
が
、
昨
年
10

月
に
は
、
脱
炭
素
社
会
実
現
を
目
的
に
、
国
産

木
材
の
利
用
促
進
を
公
共
建
築
物
か
ら
民
間
建

築
物
に
広
げ
る
国
の
改
正
法
も
施
行
さ
れ
た
。

整
備
の
現
場
で
も
、
省
エ
ネ
、
省
電
力
、
再

利
用
等
に
有
効
な
整
備
機
器
の
導
入
や
稼
働
方

式
の
効
率
化
な
ど
が
求
め
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

な
お
希
少
資
源
を
使
う
Ｅ
Ｖ
電
池
は
再
利
用

や
再
資
源
化
が
必
須
と
な
る
。
製
造
か
ら
廃
棄

ま
で
の
脱
炭
素
に
向
け
、
今
後
は
部
品
全
般
で

リ
サ
イ
ク
ル
や
再
資
源
化
が
求
め
ら
れ
、
業
界

責
任
の
遂
行
と
同
時
に
、
対
応
の
仕
方
次
第
で

ビ
ジ
ネ
ス
で
の
武
器
に
も
な
る
と
み
ら
れ
る
。

４
．
都
市
イ
ン
フ
ラ
と
し
て
の
貢
献
ビ
ジ
ネ
ス

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
都
市
を
運
営
す
る

仕
組
み
へ
の
転
換
に
向
け
、
Ｅ
Ｖ
は
移
動
手
段

の
み
な
ら
ず
、
不
安
定
な
再
生
エ
ネ
の
電
力
需

給
調
整
機
能
を
担
う
都
市
イ
ン
フ
ラ
と
し
て
重

要
な
役
割
を
果
た
す
方
向
と
な
る
。

イ
オ
ン
モ
ー
ル
で
は
、
家
庭
の
太
陽
光
発
電

の
余
剰
電
力
を
Ｅ
Ｖ
で
モ
ー
ル
に
持
ち
込
み
放

電
す
れ
ば
、
環
境
貢
献
ポ
イ
ン
ト
を
進
呈
す
る

仕
組
み
な
ど
を
構
想
し
て
い
る
（
図
４
）。

地
域
で
生
み
出
し
た
様
々
な
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
集
め
又
提
供
す
る
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

ハ
ブ
・
取
引
所
の
よ
う
な
形
で
、
住
民
参
画
型

で
脱
炭
素
を
目
指
す
活
動
の
核
拠
点
と
な
り
、

集
客
強
化
を
狙
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

広
い
敷
地
を
持
ち
、
Ｅ
Ｖ
を
多
数
扱
う
デ
ィ

ー
ラ
ー
も
、
同
様
な
都
市
の
機
能
と
し
て
の
貢

献
に
は
十
分
可
能
性
が
あ
る
と
考
え
る
。

一
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
９
割
近
く
を
海
外
か
ら

の
輸
入
に
依
存
す
る
日
本
で
は
、
気
候
変
動
や
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図４　�イオンモールの地産地消エネルギー創出とV2G（車か
らグリッドへの給電）構造

出所）同社ニュースリリース（22年1月11日）



国
際
情
勢
に
よ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
電
力
の
価
格

高
騰
リ
ス
ク
が
急
速
に
高
ま
っ
て
お
り
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
地
産
地
消
の
意
義
は
、
今
後
中
長
期

的
に
高
ま
る
だ
ろ
う
。

今
後
、使
用
す
る
電
気
は
「
買
う
」
か
ら
「
創

る
」
方
向
と
な
り
、
ま
た
国
の
買
取
価
格
が
低

下
の
一
方
、
電
気
料
金
は
上
昇
傾
向
の
た
め
、

創
っ
た
電
気
は
「
売
る
」
か
ら
「
使
う
」
へ
転

換
が
進
む
見
込
み
で
あ
る
。
脱
炭
素
の
要
請
に

沿
い
、
太
陽
光
で
の
自
家
消
費
発
電
の
価
値
は

今
後
高
ま
っ
て
い
く
方
向
性
で
あ
る
。

太
陽
光
発
電
で
自
家
消
費
型
が
主
体
と
な
る

と
、
蓄
電
機
能
を
持
ち
需
給
調
整
の
役
割
を
担

え
る
Ｅ
Ｖ
の
価
値
が
一
層
高
ま
る
。

太
陽
光
発
電
装
置
の
投
資
回
収
期
間
は
目
利

き
力
次
第
と
な
る
が
、
Ｅ
Ｖ
配
備
と
の
相
性
は

良
く
、
ま
ず
自
社
で
導
入
し
効
率
的
運
用
の
ノ

ウ
ハ
ウ
を
磨
け
ば
、
顧
客
向
け
ビ
ジ
ネ
ス
で
も

提
案
力
を
武
器
に
で
き
る
だ
ろ
う
。

駐
車
場
や
展
示
場
で
の
太
陽
光
発
電
へ
の
着

目
度
も
高
ま
っ
て
き
て
お
り
、
敷
地
を
持
つ
デ

ィ
ー
ラ
ー
は
高
い
可
能
性
を
有
し
、今
後
は「
空

間
」
が
金
銭
価
値
を
生
む
と
み
ら
れ
る
。

５�

．
脱
炭
素
地
域
創
出
の
先
導
役
と

　

な
り
、
新
ビ
ジ
ネ
ス
の
開
発
を

２
０
５
０
年
の
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
を

宣
言
し
て
い
る
国
内
の
自
治
体
は
、
既
に
６
０

０
近
く
（
１
・
１
億
人
が
居
住
）
に
達
す
る
。

ま
た
国
は
助
成
金
を
付
け
、30
年
ま
で
に「
脱

炭
素
先
行
地
域
」
を
１
０
０
か
所
以
上
創
る
目

標
を
示
し
、
選
考
も
始
ま
っ
て
い
る
。

日
本
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
代
金
と
し
て
15
兆
円
以

上
を
海
外
に
流
出
さ
せ
て
お
り
、
価
格
高
騰
で

流
出
額
が
大
幅
に
膨
張
す
る
懸
念
も
強
い
。

地
域
で
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
生
産
し
、

域
内
で
資
金
循
環
で
き
れ
ば
地
域
の
富
と
し
て

残
る
た
め
、
域
内
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
転
換
は
、
地

域
経
済
の
活
性
化
に
も
直
結
し
て
く
る
。

地
域
の
脱
炭
素
に
向
け
た
取
組
み
に
は
住
民

の
参
画
が
不
可
欠
と
な
り
、
各
種
の
有
効
な
活

動
に
向
け
、
地
域
住
民
の
意
識
変
容
と
活
動
参

画
へ
の
誘
引
が
非
常
に
重
要
と
な
る
。

こ
の
面
で
も
デ
ィ
ー
ラ
ー
は
地
域
住
民
に
呼

び
か
け
有
効
な
活
動
を
先
導
し
て
い
く
主
体
と

し
て
非
常
に
期
待
が
で
き
る
。
貴
重
な
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
活
動
と
も
な
る
た
め
、
顧
客
世
帯
と
の
関
係

緊
密
化
に
も
大
き
く
寄
与
す
る
だ
ろ
う
。

ま
た
住
民
の
活
動
参
画
へ
の
誘
引
の
仕
組
み

と
し
て
、
地
域
通
貨
な
ど
を
活
用
し
た
イ
ン
セ

ン
テ
ィ
ブ
提
供（
活
動
協
力
ポ
イ
ン
ト
進
呈
等
）

の
仕
組
み
も
、
金
融
機
関
と
連
携
す
れ
ば
可
能

で
あ
る
。
デ
ジ
タ
ル
で
顧
客
情
報
を
一
元
管
理

す
る
仕
組
み
に
自
発
的
な
加
入
が
進
め
ば
、
顧

客
世
帯
の
ラ
イ
フ
タ
イ
ム
バ
リ
ュ
ー
ビ
ジ
ネ
ス

拡
充
へ
の
基
盤
強
化
に
も
有
効
だ
ろ
う
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
転
換
を
目
指
す
に
あ
た
り
、
デ

ン
マ
ー
ク
の
成
功
事
例
を
紹
介
す
る
。

デ
ン
マ
ー
ク
は
、
１
９
７
０
年
代
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
自
給
率
は
わ
ず
か
１
・
７
％
で
、
石
油
に

９
割
を
依
存
し
て
い
た
。
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
で

国
民
が
危
機
感
を
覚
え
、
30
年
か
け
て
自
給
率

１
０
０
％
を
目
指
す
計
画
を
立
て
、
97
年
に
は

既
に
１
０
０
％
を
突
破
し
、
２
０
０
５
年
に
は

１
５
０
％
も
突
破
し
た
。
食
料
と
エ
ネ
ル
ギ
ー

は
自
給
す
る
と
い
う
基
本
理
念
の
下
、
後
世
代

に
つ
け
を
残
さ
ず
、
自
然
と
調
和
し
た
形
で
、

新
産
業
を
興
そ
う
と
す
る
政
策
を
一
貫
し
て
貫

き
、
食
糧
自
給
率
は
３
０
０
％
に
達
し
た
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
形
態
の
転
換
は
、
各
地
の

市
民
の
共
同
事
業
と
し
て
先
行
し
て
進
め
ら
れ
、

国
家
が
政
策
で
後
押
し
す
る
形
で
あ
っ
た
。
そ

の
結
果
、
各
地
に
分
散
し
た
小
規
模
で
多
様
な

循
環
型
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
自
給
さ
れ
る
形
と
な
り
、

起
業
や
雇
用
を
多
く
生
む
こ
と
に
も
寄
与
し
た
。

風
力
発
電
機
も
多
く
が
個
人
や
共
同
組
合
が
出

資
し
た
所
有
物
と
な
っ
て
お
り
、
住
民
参
画
型

で
自
立
分
散
型
社
会
を
実
現
さ
せ
た
。
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日
本
で
も
同
様
な
こ
と
は
実
現
可
能
と
考
え

る
。
今
後
の
国
際
情
勢
や
世
界
人
口
の
増
加
、

新
興
国
の
経
済
成
長
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
転
換
等
に

伴
う
資
源
価
格
の
上
昇
を
想
定
す
る
と
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
と
食
料
の
安
全
保
障
は
従
来
と
は
異
な

る
レ
ベ
ル
で
重
要
度
を
増
す
だ
ろ
う
。

地
産
地
消
型
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活

用
が
不
可
欠
と
な
る
が
、
日
本
の
場
合
は
、
森

林
や
農
地
の
バ
イ
オ
マ
ス
の
活
用
と
管
理
に
高

い
潜
在
性
が
あ
る
。
理
由
と
し
て
、
①
日
本
は

森
林
比
率
で
世
界
有
数
だ
が
、
伐
採
適
齢
期
な

の
に
放
置
さ
れ
た
森
林
資
源
が
大
量
に
あ
り
国

土
保
全
上
問
題
が
大
き
い
、
②
バ
イ
オ
マ
ス
は

電
力
以
外
に
熱
源
や
素
材
な
ど
多
面
的
用
途
と

経
済
価
値
を
秘
め
、
か
つ
最
も
地
域
内
に
資
金

を
還
流
さ
せ
得
る
、
③
Ｃ
Ｏ
２
の
吸
収
・
固
定

源
と
し
て
の
価
値
が
高
ま
る
、
③
エ
ネ
ル
ギ
ー

と
食
料
の
安
全
保
障
を
高
め
、
災
害
に
強
い
永

続
性
あ
る
生
態
系
基
盤
を
形
成
で
き
、
雇
用
も

増
や
し
得
る
、
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

ま
た
今
後
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
よ
る
生

産
力
が
自
動
車
製
造
産
地
の
競
争
力
に
も
影
響

す
る
見
込
み
で
、
生
産
工
場
の
電
源
・
熱
源
や
、

車
の
動
力
源
（
バ
イ
オ
燃
料
）
や
生
分
解
素
材

な
ど
で
多
面
的
に
有
効
活
用
で
き
る
。

デ
ィ
ー
ラ
ー
の
ビ
ジ
ネ
ス
で
も
、
将
来
の
マ

イ
ナ
ス
要
因
を
克
服
で
き
る
よ
う
な
新
た
な
ビ

ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
確
立
が
可
能
と
考
え
る
。

具
体
的
に
は
図
５
の
よ
う
な
こ
と
が
挙
げ
ら

れ
る
が
、
電
動
モ
ビ
リ
テ
ィ
＋
エ
ネ
ル
ギ
ー
事

業
の
融
合
、
遊
休
地
の
資
源
化
、
循
環
型
生
活

財
販
売
な
ど
、
脱
炭
素
や
サ
ー
キ
ュ
ラ
ー
エ
コ

ノ
ミ
ー
の
時
代
に
相
応
し
い
新
ビ
ジ
ネ
ス
を
創

出
し
、
地
域
住
民
と
の
協
働
（
森
づ
く
り
等
）

を
通
じ
た
絆
の
強
化
も
含
め
、
時
代
変
化
の
中

で
も
高
い
価
値
を
発
揮
し
得
る
業
態
・
企
業
へ

と
変
革
し
て
い
け
る
も
の
と
期
待
し
て
い
る
。

な
お
弊
社
調
査
結
果
で
も
、「
Ｅ
Ｖ
の
利
用

と
家
庭
の
電
気
料
金
を
セ
ッ
ト
に
し
た
月
額
サ

ー
ビ
ス
」
を
望
む
ユ
ー
ザ
ー
は
多
い
（
図
６
）。 

既
に
法
人
向
け
ビ
ジ
ネ
ス
で
は
、
電
力
・
ガ

ス
会
社
な
ど
が
Ｅ
Ｖ
の
導
入
支
援
な
ど
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
と
モ
ビ
リ
テ
ィ
を
併
せ
た
脱
炭
素
視
点

で
の
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
提
案
を
始
め
て
い
る
。

競
争
の
観
点
か
ら
は
、
先
行
的
に
着
手
し
ノ
ウ

ハ
ウ
を
積
む
こ
と
が
望
ま
し
い
と
考
え
る
。

今
後
日
本
で
は
超
高
齢
化
が
進
み
、
移
動
困

難
者
向
け
の
Ｍ
ａ
ａ
Ｓ
事
業
は
一
層
必
要
度
が

高
ま
る
が
、
そ
の
持
続
可
能
性
を
高
め
る
た
め

に
も
、
ド
イ
ツ
の
よ
う
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
一
体

的
に
経
営
す
る
こ
と
で
公
共
交
通
の
赤
字
を
埋

め
合
わ
せ
る
よ
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図５．ディーラービジネスの拡張策の案

◎◎再再生生エエネネ発発電電機機器器＋＋モモビビリリテティィをを一一体体化化ししたたササブブススクク利利用用ププラランン

◎◎電電動動ロロボボッットト、、ドドロローーンン、、自自動動運運転転モモビビリリテティィ等等のの販販売売・・メメンンテテナナンンスス

　　（（福福祉祉、、物物流流、、一一次次産産業業作作業業用用ななどど））

◎◎地地域域内内再再生生エエネネルルギギーーのの販販売売、、住住民民共共同同出出資資体体等等のの組組織織化化支支援援

　　（（ババイイオオママスス、、太太陽陽光光、、小小風風力力、、小小水水力力、、地地熱熱、、ググリリーーンン水水素素ななどど））

◎◎地地域域のの遊遊休休不不動動産産のの高高付付加加価価値値資資源源化化ビビジジネネスス（（発発電電用用・・農農地地化化等等））

◎◎分分解解（（循循環環））可可能能なな多多様様ななﾊﾊﾞ゙ｲｲｵｵﾏﾏｽｽ商商材材のの開開発発・・販販売売（（脱脱ﾌﾌﾟ゚ﾗﾗｽｽﾁﾁｯｯｸｸ））

◎◎CCOO22取取引引含含むむ金金融融・・決決済済をを軸軸ととししたたププララッットトフフォォーームム構構築築

　　（（そそのの情情報報をを基基ににししたた顧顧客客世世帯帯ののラライイフフタタイイムムババリリュューービビジジネネススのの展展開開））

　

モビリティ＋エネルギービジネスの確立
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図６．もしもEVを利用する場合、あれば良い
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